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研究成果の概要（和文）：　本研究では、日本の児童・生徒の英語のリタラシーを育てるため、理論に基づくプ
ログラムおよび教材を開発・実践し、その効果を検証した。プログラムの特徴は、音韻認識や文字認識等のボト
ムアップ能力を効果的にのばすことにある。
 小学生を対象の研究では、開発したプログラムを公立小学校（37校）で実践した。導入の過程においてプログ
ラム導入校と非導入校ができたため、その比較をすることでプログラムの有効性を検証することができた。デー
タ分析の結果、プログラムの有効性が証明された。また、中学校研究では、4つの中学校に協力を得て中学校用
プログラムを実施したが、データ分析によりこちらでもプログラムの有効性が実証された。

研究成果の概要（英文）：The aim of the research was to develop an English literacy program for 
Japanese learners from grades 5 to 7 and to verify its effectiveness. The researchers developed the 
program and its materials based on previous research and theories and practiced them in real 
classrooms. 
  In the research with 5th and 6th graders, the program was implemented in one district in Tokyo. 
According to its policy, there co-existed students who started the program alongside others who did 
not. The data showed that the students in the program outperformed the others who were not in the 
program, in phonological awareness, letter knowledge, and vocabulary knowledge. Thus, the 
effectiveness of the program was suggested. Adjusting the program and materials for 7th graders, the
 other research was conducted. The data again showed the importance of developing basic literacy 
skills such as phonological awareness and letter knowledge to develop their vocabulary knowledge and
 reading ability.  

研究分野： 小学校英語

キーワード： 小学校英語　読み書き指導　音韻認識能力　文字指導　リーディングストラテジー　リーディング指導
　単語知識の発達　リーディングの流暢さ

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、英語圏での研究を十分に調査したうえで日本人の児童・生徒用に開発したプログラムと教材を実際
の小学生および中学生に与えてその効果を検証した。そのため、それらは学術的に信頼できるものであり、また
すぐに使用できる実行性に富むものである。　
小学校の外国語科では英語の「読むこと」「書くこと」の指導が含まれることになり現場では大きな不安が広が
っている。そのため本研究で得られたプログラム（指導法含む）や教材は小学校英語に大きく役立つであろう。
また中学校の新課程では倍にちかい単語が導入されているが、本プログラムが強調する「読み」のボトムアップ
スキルを高める指導法は不可欠なものになるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
文部科学省は平成 25 年に「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」を公表し、小中高
等学校を通じた英語教育改革を計画的に進め、平成 29 年告示の新学習指導要領において、公立
小学校高学年に教科としての外国語、また中学年に領域としての外国語活動が設置されること
を明らかにした。本研究は平成 28 年から始まったが、当初から教科化される小学校英語におい
て読み書きの指導が大きな課題になることが予想されていた。また今世紀におけるリタラシー
とは単なる「読み書き能力」ではなく、複雑でマルチモードに表現されている書き物を理解し、
問題を解決し、コミュニケーションをとる力である（UNESCO, 2004）。英語でそのような力を
獲得するためにも早期英語教育における読み書き指導は重要であるとの認識を持った。 
２．研究の目的 
本研究の目的は日本の児童・生徒が 21 世紀型の英語のリタラシーを獲得することを目指し、効
果的なリタラシープログラムを開発、実践し、その効果を検証することである。 
３．研究の方法 
小学生高学年と中学生を対象とした２つの研究を次のように進めた。 
(1) 英語圏および今まで本研究者たちが行ってきた研究や経験に基づき、小学生高学年および中

学生を対象とした効果的なリタラシープログラムおよび必要な教材を開発した。 
(2) 実験に協力していただく小学校、中学校を探し、プログラムを実践した。 
(3) プログラムや教材の効果を検証するために必要なテストやアンケートなどを開発し、参加者

の能力や学習動機・態度などを測定し、データを分析した。 
４．研究成果 
(1) 開発したプログラムと教材について 
 本研究では前回の科学研究費基盤 B（「英語の初期学習者を対象としたリタラシー教育に関す
る研究―小中連携の観点から」No. 23320118）で開発した実験校でのプログラムをより汎用性の
高いものに改良し、多くの学校で使用できるように具体的な教材を開発することを１つの目的
とした。 
当該リタラシーカリキュラムの特徴は、Bruner(1978)の提唱したフレームワークとルーティ

ーンという考え方に基づいているところにある。それにより学習者は安心して英語による授業
活動に参加することができる。リタラシープログラムは授業時間全体の中で 10 分程度の１つの
活動に過ぎないが、それを体系的に帯活動として構成しているところにもプログラムの特徴が
ある。英語圏でのリーディング能力の発達に関する理論を基にプログラムを作成し、現在少なく
とも 40 校近くの公立・私立小学校で実践されている。リーディング能力の発達に大きな影響を
与えるのはアルファベットの知識と音韻認識能力（Snow, Burns, & Griffin, 1998, Ehri, Nune, 
Willows, Schuster, Yaghoub-Zadeh, & Shanahan, 2001 など）と言われるが、その理論を日本
の児童、生徒に合わせて実現化し、指導するカリキュラムと教材を開発した（図１）。 
 
①大文字を認識する(1 文字から複数文字へ)。 
②音韻認識能力を育てる（onset を中心に）。 
③「音素体操」を行う。 
④大文字を書く（１文字から複数文字へ）。 
⑤小文字を認識する（1文字から複数文字へ）。 
⑥音韻認識能力を育てる（rime を中心に）。 
⑦小文字を書く（１文字から複数文字へ）。 
⑧音と文字との関係を学習（フォニックス子音） 
⑨音と文字との関係を学習（フォニックス短母音） 
⑩音と文字との関係を学習（フォニックス二字一音） 
⑪音と文字との関係を学習（フォニックス長母音） 
⑫サイトワード 
⑬文読み (Decoding 強化) 
⑭文章読み(Fluency 強化) 

 図１ 体系化したボトムアップを育てるプログラム 
 
ここでは、紙面の関係上小学生を対象とした研究と中学生を対象とした研究のうち代表的な研
究の成果について報告する。 
 
(2) 小学 5,6 年生を対象としたプログラムの効果を検証した実験研究について 
本研究代表者が開発したプログラムは英語圏のリーディング発達理論に基づき、日本人児童

用に開発したものだが、文字の学習、フォニックス、Decoding というボトムアップスキルを丁
寧に育てることにその特徴がある。研究を実施していた地域ではその効果が認められ、2014 年
から 2017 年の 4 年間をかけて当該プログラムが段階的に地域の全小学校に導入された。これ

開発した教材 My Literacy Book 
との対応 
My Literacy Book 1 ①～⑥ 
My Literacy Book 2 ⑦～⑪ 
My literacy Book 3 ⑧～⑪ 
My Literacy Book 4 ⑬、⑭ 
My Literacy Book 5  ⑬、⑭ 

例 (My Literacy Book 4 より) 

  



により、時期的にプログラムが導入されている小学校とそうでない小学校が混在し、それらを
比較することでプログラム効果を検証することが可能になった。本研究者は教育委員会と協力
し研究を遂行したが、テストとアンケートの実施に先立ち、研究目的、ならびに個人情報は匿
名化され適切に管理されることを文書と口頭で校長と担当教諭に説明し、参加の同意を得た。
アンケート、テストのいずれも授業内で実施された。 
（ア） 研究方法 
 参加者は実験群としてプログラムを 2年経験した 6年生児童 149名 (男児 84名，女児 60名，
不明５名)と統制群としてプログラムを 1 年経験した 6 年生児童 604 名(男児 261 名，女児 261
名，不明 82 名)であった。  
 プログラム 1 年目の効果を検証するため、参加者に次の５つのテストを実施した：a) 文字と
その名前の理解力を問うテスト、b)名前を聞いて文字を書くテスト、c)単語の始めの部分（onset, 
body）が理解できる音韻認識能力を測るテスト、d)単語の後ろの部分(rime, coda)が理解できる
音韻認識能力を測るテスト、e)スペルを見て３つの中から絵を選ぶテスト、d)スペルを見て日本
語で意味を書くテスト。そして 1 年後にプログラム 2 年目と 1 年目を比較するためにリーディ
ングに関する２つのテストを実施した。 
（イ） 結果 
6 年生の最初に使用した５つのテストの記述統計と分析結果を表１にまとめている。 

 
 表１ 各テストの結果と検定結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その結果，両群間に統計的な差はなかった(実験群: 11(9)，統制群: 11 (8), p = .391)。リーデ

ィングテスト 2 では t 検定を使用し，こちらも両群間に統計的な差は確認できなかった（t 
= .741, df = 197.669, p =.460）。 
結論として、週 1 時間、毎回 10 分程度の読み書き指導を行った当該プログラムの効果は、1

年目で参加児童のリーディングのボトムアップスキルである文字知識や音韻認識能力、また単
語認識能力の発達に効果があったが、2 年目で測定したリーディング能力の発達には影響がみ
られなかった。 
 次に文字認識および音韻認識能力がリーディング能力にどのように関連しているかをそれぞ
れのグループに分けてパス分析を行った。プログラムを 2年間経験した児童の結果を図 2，1年
だけ経験した児童の結果を図 3に報告している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 2 導入 2 年の実験群の基礎スキルと語彙   図 3 導入 1 年の統制群の基礎スキルと語彙 

およびリーディングの関係を表すパス図       およびリーディングの関係を表すパス図 
 

プログラムを 2 年間経験した実験群と 1 年間経験した統制群で大きく異なるのは語彙知識
に対する音韻認識能力影響度である。実験群では大きく影響しているのに対して、統制群での影
響力は小さい。一方、統制群では小文字を「書く力」が語彙知識およびリーディング能力に直接
影響していたが、実験群では影響していたのは語彙テスト１のみであった。統制群はプログラム
１年目なので、文字知識を増やす活動が中心であった。実験群と比べ、音と文字との学習につい
てはさほど進んでいない。したがって統制群の児童は教えられた文字知識を最大限に使って問

 

実験群と統制群の違いを t 検定および Mann-
Whitney U 検定で分析した結果、文字知識、音
韻認識能力、語彙力、全てのテストにおいてプロ
グラム導入群の得点が非導入群より高く、それ
ぞれ統計的に有意な差があることがわかった。 
さらに 1 年後同被験者に 2 種類のリーディン

グテストを実施し彼らのリーディングの力を測
った。リーディングテスト 1 では Mann-
Whitney U 検定を使用した。 

  



題を解決しようとし、プログラム２年目の実験群の児童は音と文字との関係をより深く学んで
いたのでその知識を使ってテストに答えたと解釈する。 

 
(3) 中学 1年生を対象としたリーディング能力の発達を見る横断研究 
 本科研では中学校の早い段階でフォニックスを系統的に導入することが重要であると考える
3名の中学校教員に協力を得て、プログラムとともに開発したワークブックを使用して中学 1
年生にリーディングのボトムアップスキルを教えてもらい、それがいかにリーディング能力の
発達に影響するのかを検証した。テストとアンケートの実施に先立ち、研究目的、ならびに個
人情報は匿名化され適切に管理されることを文書と口頭で校長と担当教諭に説明し、参加の同
意を得た。アンケート、テストのいずれも授業内で実施した。 
(ア) 方法 
関東圏の３つの公立中学校に通う 1 年生 304 名（男子 157 名，女子 143 名）が実験に参加し、

５月に３つのテスト: a) アルファベットの小文字能力を測定するテスト, b) 英語の音韻認識能
力を測定する２つのテストそして c)語彙知識を測定する２つのテストを受け、そして翌年の 2
月に２つのリーディングテストを受けた。 
（イ）結果 
 最初にこのプログラムを受けた生徒の音韻認識能力と語彙知識にどのような変化がでるのか

を検証した。入学後の 5 月と翌年 2 月に音韻認識能力を測るテストと語彙知識を測るテストを
実施し、それらを統計処理した。記述統計と結果を表 2 に報告している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に音韻認識能力や文字知識というボトムアップスキルとリーディング能力の関連性を見る

ためにそれらの得点をもとに Amos 25 を使用して共分散分析を行った。図 4 にその結果を報告
している。 

 

 
図 4 ボトムアップスキルとリーディング能力の関連性について 

 
カイ二乗値は有意であったが(χ2 = 64.447, df=31, p=.000), CFI = .973, TLI = .953 および

RMSEA = .060 はこのモデルが妥当であることを示している。つまり、今回、プログラムに参加

 

対応あるｔ検定を行った結果、それぞれの
テストで生徒は音韻認識能力および語彙知
識を伸ばしていたことがわかった。生徒は
週 4 回英語の授業を受けていたので授業効
果もあるが、プログラムがこれらの力の発
達に良い影響を与えていることを示唆して
いるともいえる。 
 

表 2 音韻認識能力と語彙知識の変化 

** p < .01) 



した生徒は音韻認識能力や文字知識を使いながら語彙知識得て、それをもとにリーディング能

力を伸ばしていることがわかる。そのことにより、今回導入したプログラムと教材は生徒のボト
ムアップスキルを伸ばし、それらがリーディング能力の発達に影響した可能性があることを示
唆している。 
(4) リーディングの基礎スキルを育てるワークシートに対する生徒と教員の反応 
 中学校の研究では、協力いただいた教員はリーディングのボトムアップスキルの育成が重要
であるとの認識は同じであったが、異なる教科書を使用し、指導理念も若干異なっていた。その
ため、共通のカリキュラムを実施せず、リーディングの基礎的なスキル（文字の知識、文字と音
との関連に関する知識）を育てるワークブックを提供することで研究を進めた。そのためワーク
ブックを夏前には終わらせた教員もいれば、1年かけて終わらせた教員もいた。それぞれのクラ
スでワークブックのアンケートを実施し、その結果を表 3に報告している。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
リタラシースキルを伸ばすワークが 2 年になっても欲しいと答えたりしているところに現れて
いる。ワークブックはフォニックス指導のものが中心で子音から長母音までの学習活動が含ま
れていた。そのため「音と文字の関係がわかるようになった」、「単語が読めるようになった」
という項目に対して評価が高いのは理解できるが、「単語が書けるようになった」、「本文が音読
できるようになった」とディコーディング能力が高くなると単語を書いたり、文を読んだりす
る力につながっていると自己評価しているところが興味深い。しかし「本文の意味がわかるよ
うになった」という項目では評価が低くなっているのは、ディコーディング力と文を解釈する
力は異なるものだと彼らが考えていることがうかがえる。 
 また、教員はワークブックを通して文字と音との関係を理解した生徒の反応について次のよ
うにその効果を述べている：「新しい単語でも自分の力で読み、発音がよくなった。新しい単語
でも予測してある程度書けるようになった。フリガナをふる生徒がいなくなった。初見の英文で
も読む力がついた」（A 教員）。「未習の教科書本文を自力で音読してみようとする生徒を見かけ
るのが例年は２月ぐらいだが、１２月にはすでにそのような生徒が出てきた。単語を書く誤りの
質が例年と違った（音を基づく間違い）」（B 教員）。「フォニックスのルールを少しずつ覚えて、
文字と音が結びつくようになった」（C教員）。またワークブックを使用することで見られた教師
としての自分の変化について尋ねたところ、「段階的に文字の読み方を教えることの大切さに気
づいた。英単語や文を読めない生徒がいたときに、ワークブックのどこからやり直せばいいのか
という視点で考えらえるようになった」（A 教員）。「単語を意味や品詞でとらえ、生徒に提示し
ていたが、音にも注目するようになった」（B 教員）。「教科書で出てくる新出単語もフォニック
スのルールを活用して読み方を説明するようになった」（C教員） 
 
 
本研究を通して小学校高学年、また中学校 1 年生という初期学習者にとって英語の読みに関

する基礎スキルを丁寧に育てることの重要性が改めて認識できた。また理論に従ったプログラ
ム、またそれを実践するために作成した教材の有効性、そして重要性を検証することができた。 
 本研究は新型コロナウイルス感染状況が拡大し、小学校・中学校でのデータ収集などが難しく
なり 2 年にわたり繰り越の研究を許可いただいた。その間学習指導要領の改訂により小学校お
よび中学校に新課程が導入され、小学校高学年では外国語が教科となり、「読むこと」「書くこと」
が導入されることになった。高学年の週 1回の授業が週 2回になり、現場では予想されていたと
おり読み書きの指導が難しいと感じる教員が多い。本研究で行った早期英語学習者における読
み書き指導に関する実証研究は当該分野に貢献するものになると確信している。 

 
 

 

生徒はそれぞれの項目に
対して「全然そう思わな
い」から「とてもそう思う」
の 5 件法で回答した。彼ら
はこのワークブックが役
に立つと判断していたと
考えられる。それは「来年
の 1 年生も使用するほう
が良い」と考えたり、 

表 4 ワークブックに対する中学 1年生の反応 
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